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皆
様
の｢

か
し
て
つ
バ
ス｣

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
！

鉄
道
を
バ
ス
道
に
変
え
て
運
行
が
始
ま
っ
た

｢
か
し
て
つ
バ
ス｣

は
、
公
共
交
通
の
新
た
な

手
法
と
し
て
今
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
に
よ
る
報
道
を
は
じ
め
、

多
く
の
関
係
者
が
視
察
に
訪
れ
る
な
ど
、
「
か

し
て
つ
バ
ス
」
は
今
、
各
方
面
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
受
賞

し
ま
し
た
３
つ
の
表
彰
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
全
建
賞

　
　

『
鹿
島
鉄
道
跡
地
バ
ス
専
用
道
化
事
業
～
全
国
初

の
公
設
民
営
Ｂ
Ｒ
Ｔ
～
』

　

社
団
法
人 

全
日
本
建
設
技
術
協
会
主
催
に

よ
る
表
彰
事
業
に
お
い
て

『
平
成
22
年
度
全

建
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
「
建
設
技
術
の
活
用
」
「
公
共
事

業
の
進
め
方
や
ス
ト
ッ
ク
の
運
用
の
工
夫
等
」

に
よ
り
、
特
出
し
た
成
果
の
得
ら
れ
た
事
業

や
施
策
に
贈
ら
れ
る
表
彰
で
す
。

◆
ま
ち
づ
く
り
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞

　
　

『
鹿
島
鉄
道
跡
地
バ
ス
専
用
道
化
事
業
～
全
国
初

の
公
設
民
営
Ｂ
Ｒ
Ｔ
～
』

　

茨
城
県
主
催
に
よ
る
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
顕
彰
事
業
に
お
い
て
、
『
ま
ち
づ
く
り

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
う
る
お
い
の
あ
る

景
観
や
優
れ
た
住
環
境
の
整

備
、
各
種
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
実
践
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に

功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

かしてつバス利用者の推移 (石岡駅～小川駅 )
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※H23.3 乗降データ

は震災の影響により

計測無し

◆
第
30
回
ま
ち
づ
く
り
月
間
ま
ち
づ
く

り
功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰

　
　

『
～
全
国
初
の
公
設
民
営
方
式
に
よ
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
整

備
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
や
交
流
拡
大
に
貢
献
～
』

　

ま
ち
づ
く
り
と
景
観
を
考
え
る
全
国
大
会
に

お
い
て
、
地
域
の
活
性
化
や
交
流
拡
大
等
に

貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
国
土
交
通
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
、
特
に
著
し
い

功
績
の
あ
っ
た
個
人
又
団
体
を
ま
ち
づ
く
り
功

労
者
と
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

南
台
一
丁
目
バ
ス
停
付
近
に
昨
年
10
月
、
沿
線

の
方
々
と
バ
ス
事
業
者
及
び
行
政
の
三
者
が
協
働

で
植
栽
し
た
ア
ジ
サ
イ
が
き
れ
い
に
咲
き
、
利
用

者
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。 

　

来
年
は
、
さ
ら
に

多
く
の
花
が
咲
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

四
箇
村
駅
バ
ス
停
付
近
に
今
年
４
月
、
沿
線
の
新

田
木
谷
ほ
の
ぼ
の
会
の
皆
様
が
植
え
た
ア
ジ
サ
イ
や
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
が
き
れ
い
に
咲
き
、
新
木
ノ
内
バ
ス
停

の
花
壇
で
は
、
沿

線
の
方
が
植
え
た

サ
ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
が
き
れ
い

に
咲
き
、
車
窓
を

彩
っ
て
い
ま
す
。

【
石
岡
市
】

【
小
美
玉
市
】

～地域の皆様が沿線を彩る～



かしてつバス実証運行に関するアンケート結果の報告

アンケート調査について、ご協力ありがとうございました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

かしてつバス利用者調査アンケートでは577人、沿線地域住民アンケートでは1,426人の皆様から回答を頂きました。
下のグラフはその年代別の内訳です。

かしてつバスを利用しない理由 かしてつバスを利用し始めた理由

利用しない主な理由として、自動車の方がお金がか
からない、自動車の方が早く目的地まで着くという回
答が合計51.5%を占めている。

利用し始めた理由として、終バスの時刻が延長されたからが
30.6%となっている。

終バスの時刻が延長されたから

サポートクラブが設立され、定期券の割引率が高くなったから

自動車を運転できなくなったから

自動車で家族の送迎がなくなったから

新たに通勤・通学することになったから

その他

30.6%

1.6%

8.8%

19.6%

11.7%

27.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自動車の方が、お金がかからない

自動車の方が、早く目的地まで着く

家族が送迎してくれるから

徒歩、自転車で十分だから

自宅から最寄のバス停留所が遠い

時間通りにバスが来ない、着かない

運賃が高い

本数が少ない

バスに関する情報がわからない

その他

14.9%

36.6%

9.6%

7.0%

11.2%

0.5%

6.7%

6.2%

2.9%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

かしてつバスと旧鹿島鉄道及び代替バスとの利便性比較

かしてつバス導入による社会的効果

・旧鹿島鉄道との利便性比較に
ついてみると、28.5％の方が、良
くなったと感じています。
・代替バスとの利便性比較につ
いてみると、37.9％の方が、良く
なったと感じています。
※代替バスとは、鹿島鉄道廃線
後に国道３５５号を運行してい
たバスをいう。

自由に買い物ができるようになった 趣味、サークル活動などができるようになった

中心市街地に出かける機会が増えた レジャーに行く機会が増えた

マイカー使用を控え、環境に配慮した生活ができる 通勤・通学が便利になった

茨城空港が利用しやすくなった 特に良くなったことはない

その他

マイカー利用を控えること
によって環境に配慮できて
いる、通勤・通学が便利に
なった、中心市街地に出か
ける機会が増えたという回
答が多くなっている。

16% 5% 18% 11% 33% 24% 14% 12% 8%
利用者が感じている社会的
効果(577人の複数回答)

23.1%

18.9%

6.2% 42.3%

41.6%37.9%

28.5%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

良くなった 変わらない 悪い わからない

鹿島鉄道との比較(471人)

代替バスとの比較(449人)

～ 利用者アンケート結果から ～

～ 沿線住民アンケート結果から ～

バス路線の沿線に目的ある方で、かしてつバスを利用
していないと答えた377人の方から、その理由を聞い
てみました。

日頃からかしてつバスを利用していると答えた589人のうち、平成
23年4月から利用し始めた109人の方から、その理由を聞いてみま
した。

沿線住民アンケート　(1,426人)

37% 10% 9%

7%

9%

16% 21%

10%

25% 16% 4%

8%

9%
1%
1%

14% 2%
2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 無回答

利用者アンケート(577人)

　かしてつバスの利便性向上や利用状況・需要動向を把握した上で、より日常生活に密着した公共

交通網を形成することを目的として、平成２３年１２月に実施した、かしてつバス利用者と沿線住民を

対象としたアンケート調査の主な結果をお知らせいたします。

※｢かしてつバスサポーターズクラブ｣が、平成23年度に実施した
定期券の特割り制度は現在廃止されております。

※


